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23年度 24年度 25年度 75,195 75,195 25年度 26年度 27年度 105,754 105,754

1 総
新湘南国道
（Ⅱ期）の整
備促進

国道１３４号及び
国道１号の慢性的
な交通渋滞の解消
を図り、良好な交
通環境を得るため
に、残る新湘南国
道Ⅱ期事業の早期
整備の実現を図
る。

道路利
用者及
び沿線
住民

政
策
要望回数 年10回 年10回 年10回 年10回

協議会等を通じて積
極的な要望活動を
行った。

Ａ 新湘南国道（Ⅱ
期）の整備促進

国道１３４号及
び国道１号の慢
性的な交通渋滞
の解消を図り、
良好な交通環境
を得るために、
残る新湘南国道
Ⅱ期事業の早期
整備の実現を図
る。

市民
政
策
関係機関へ
の要望回数

10回 10回 10回 未 高 高 高
現状維
持

なし あり

近隣市町と
連携し早期
整備を要望
している。

予
算
な
し

1
新湘南国道
（Ⅱ期）の整
備促進

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年10回 年10回

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

関係機関へ
の要望回数

10回

予
算
な
し

2 総
新湘南バイパ
ス料金無料化
の促進

新湘南バイパス料
金無料化及び引下
げにより、通過交
通車両を市内の一
般道路から、新湘
南バイパスへ誘導
することにより渋
滞緩和を図る

道路利
用者及
び沿線
住民

定
例
定
型

国・県・関
係機関への
要望活動回
数

年10回 年10回 年10回 年10回

さがみ縦貫道路の供
用に併せた料金見直
し等を積極的に要望
した。

Ａ
新湘南バイパス
料金無料化の促
進

新湘南バイパス
料金無料化及び
引下げにより、
通過交通車両を
市内の一般道路
から、新湘南バ
イパスへ誘導す
ることにより渋
滞緩和を図る

市民
政
策
関係機関へ
の要望回数

10回 10回 10回 未 高 高 高
現状維
持

なし あり

各種協議会
等を通じて
近隣市町と
ともに要望
を行ってい
る。

予
算
な
し

2
新湘南バイパ
ス料金無料化
の促進

高速道路無料化
社会実験の影響
を踏まえつつ、
国・県・関係機
関との連携を図
り、更に市民・
地域とともに料
金引き下げの要
望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年10回 年10回

さがみ縦貫道
路の全線供用
開始の状況を
踏まえ、関係
機関へ料金引
き下げ等の要
望を行う

関係機関へ
の要望回数

10回

予
算
な
し

3 総
藤沢大磯線の
整備促進

さがみ縦貫道路・新
湘南国道と一体とな
り通過交通の誘導・
流入・分散を図るこ
とで、国道１号・国
道１３４号及び国道
４６号（相模原茅ヶ
崎）の交通環境改善
や地域産業の活性化
を図る。

道路利
用者及
び沿線
住民

政
策
要望回数 年20回 年20回 年20回 年20回

協議会等を通じて積
極的な要望活動を実
施するとともに、地
元自治会とも調整を
行い事業が順調に進
められている。大山
街道についても調整
等を行い、8月に市
道移管が完了した。

Ａ 藤沢大磯線の整
備促進

さがみ縦貫道路
とともにアクセ
ス道路の整備は
必須であること
から近隣市町と
の連携を図り、
関係機関へ早期
整備を要望する

市民
政
策
関係機関へ
の要望回数

20回 20回 20回 未 高 高 高
現状維
持

なし あり

協議会等を
通じて要望
活動を行っ
ている。

予
算
な
し

3
藤沢大磯線の
整備促進

さがみ縦貫道路
の供用に合わせ
るため、近隣市
町との連携を図
り、早期整備の
促進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年20回 年20回

近隣市町との連
携を図り、早期
４車化及び側道
等の付帯整備の
促進、交差点改
良等の要望を行
う

関係機関へ
の要望回数

20回

予
算
な
し

3
藤沢大磯線の
整備促進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年10回 年10回 ＮＯ．１８に分割

3
藤沢大磯線の
整備促進

地元調整
調整会議の開
催回数

年10回 年10回 ＮＯ．１８に分割

3
藤沢大磯線の
整備促進

大山街道（伊
勢原藤沢線）
の移管につい
て関係機関と
の調整

県・関係機関
との意見交換
の開催

年10回 年10回 ＮＯ．１８に分割

3
藤沢大磯線の
整備促進

大山街道（伊
勢原藤沢線）
の移管につい
て地元調整

調整会議の開
催回数

年10回 年10回

大山街道の今
後の整備等に
係わる地元調
整

地元との調
整回数

4回

予
算
な
し

3
藤沢大磯線の
整備促進

大山街道（伊
勢原藤沢線）
の移管につい
て庁内調整

庁内会議調整
の開催回数

年10回 年10回

大山街道の今
後の整備等に
係わる庁内調
整

庁内調整の
回数

4回

予
算
な
し

4 総

新湘南国道並
びに藤沢大磯
線（湘南新
道）新設改良
促進協議会

新湘南国道の改良
促進、西湘バイパ
スへの接続延伸、
並びに藤沢大磯線
（湘南新道）新設
改良の促進を図る

平塚
市、
茅ヶ崎
市、寒
川町、
大磯町

定
例
定
型

関係機関へ
の要望活動
回数

年5回 年5回 年5回 120 年5回

構成市町と連携し、
国土交通大臣、財務
大臣等に直接要望す
ることができた。

Ａ

新湘南国道並び
に藤沢大磯線
(湘南新道）新
設改良促進協議
会

茅ヶ崎市の経済
発展や交通環境
向上のため協議
会構成市町と連
携を図り、関係
機関へ早期整備
を要望する

市民

定
例
定
型

関係機関へ
の要望回数

5回 5回 5回 120 未 高 高 高
現状維
持

なし あり

平塚市、寒
川町、大磯
町と連携し
要望活動を
行ってい
る。

維
持

4

新湘南国道並
びに藤沢大磯
線（湘南新
道）新設改良
促進協議会

協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年5回 年5回 120

協議会構成市
町と連携を図
り、関係機関
へ早期整備を
要望する

関係機関へ
の要望回数

5回 120
維
持

5 総
さがみ縦貫道
路の整備促進

湘南、県央、多摩地域
への南北方向を貫く交
通軸として、県内主要
都市との連携強化・交
通の整序化を図るとと
もに、現東名、第二東
名等と連絡し東西交通
軸としての強化を図
り、産業活動やﾚｼﾞｬｰ目
的の車両を市内を円滑
に通過させるため、早
期整備の実現を図る。
また、ＣＯ２の削減、
騒音・振動の低減を図
る

道路利
用者及
び沿線
住民

政
策
要望回数 年20回 年20回 年20回 年20回

供用だけでなく、周
辺環境に配慮した緑
地帯の整備や、地元
要望について国や
県、中日本高速
（株）に積極的に要
望し、地元自治会と
の調整を行った。

Ａ さがみ縦貫道路
の整備促進

茅ヶ崎市の経済
発展や交通環境
向上のため近隣
市町との連携を
図り、関係機関
へ早期整備を要
望する

市民
政
策
関係機関へ
の要望回数

20回 20回 20回 未 高 高
現状維
持

なし あり

協議会等を
通じて各市
町と連携し
要望活動を
行ってい
る。

予
算
な
し

事
業
№

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）目標値

活動

平成２４年度評価

指標・目標

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事
業
の
性
質
区
分

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
（第１次実施計画）

事務事業の
目的・成果

（第２次実施計
画）

活動

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

名称

指標・目標

活動指標の名称

課かい名

施策目標 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

広域事業政策課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ 実績値

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

広域事業政策課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

具体的な改善
内容

平成２５年度計画

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

活動指標の名
称

④
継
続
性

業務
計画

目標値
（第2次実施計画） ③

成
果目標値
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事
業
№

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）目標値

活動

平成２４年度評価

指標・目標

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事
業
の
性
質
区
分

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
（第１次実施計画）

事務事業の
目的・成果

（第２次実施計
画）

活動

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

名称

指標・目標

活動指標の名称

課かい名

施策目標 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

広域事業政策課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ 実績値

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

広域事業政策課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

具体的な改善
内容

平成２５年度計画

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

活動指標の名
称

④
継
続
性

業務
計画

目標値
（第2次実施計画） ③

成
果目標値

5
さがみ縦貫道
路の整備促進

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年20回 年20回

近隣市町との
連携を図り、
関係機関へ早
期全線供用開
始を要望する

関係機関へ
の要望回数

20回

予
算
な
し

5
さがみ縦貫道
路の整備促進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年20回 年20回 ＮＯ．１８に分割

5
さがみ縦貫道
路の整備促進

地元要望事項
（公園整備
等）及び道路
整備に伴う地
元調整

調整の回数 年20回 年20回 ＮＯ．１８に分割

5
さがみ縦貫道
路の整備促進

国・県及び関
係機関と連携
を図り環境負
荷の軽減を行
う

関係機関等へ
の要望活動

年20回 年20回
関係機関へ環
境負荷の軽減
を要望する

関係機関へ
の要望回数

20回

予
算
な
し

6 総
首都圏中央連
絡道路建設促
進期成同盟会

神奈川県内の首都
圏中央連絡道路
（さがみ縦貫道
路、横浜環状道路
及び横浜湘南道
路）の建設促進を
図る

神奈川
県及び
市町

定
例
定
型

関係機関へ
の要望活動

年5回 年5回 年5回 40 年5回

協議会を通じて他自
治体と連携し積極的
な要望活動を行うこ
とができた。

Ａ
首都圏中央連絡
自動車道建設促
進期成同盟会

ミッシングリン
クを防ぎ、交通
環境等の向上の
ため、協議会構
成市町と連携を
図り、関係機関
へ早期整備を要
望する

市民

定
例
定
型

関係機関へ
の要望回数

5回 5回 5回 60 未 高 高 高
現状維
持

なし あり

協議会構成
市町と連携
し早期整備
を要望して
いる。

維
持

6
首都圏中央連
絡道路建設促
進期成同盟会

協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年5回 年5回 40

協議会構成市
町と連携を図
り、関係機関
へ早期整備を
要望する

関係機関へ
の要望回数

5回 60
維
持

7 総
相模川の整備
促進

相模川河口から神川
橋までの国土交通省
管理区間の無堤箇
所・弱小堤箇所につ
いて、自然環境に配
慮した築堤整備を行
うことで、水害から
流域住民の生命と財
産を守り、安全で良
好な生活環境の実現
を図る

流域住
民

政
策
要望活動 年20回 年20回 年20回 120 年20回

相模川整備促進協議
会事務局として積極
的な事務運営を行っ
ており、国土交通大
臣や財務大臣に直接
要望できただけでな
く、初めての事業で
ある意見交換会を開
催した。

Ａ 相模川の整備促
進

右岸側に比べ左
岸側の築堤整備
が遅れているこ
とから、近隣市
町との連携を図
り、関係機関へ
早期整備を要望
する

市民

定
例
定
型

関係機関へ
の要望回数

20回 20回 20回 120

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維
持

なし あり

相模川整備
促進協議会
において平
塚市・寒川
町と協力し
要望活動を
行ってい
る。

維
持

7
相模川の整備
促進

近隣市町との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

国・県・関係
機関への要望
活動

年20回 年20回

近隣市町との
連携を図り、
関係機関へ早
期整備を要望
する

関係機関へ
の要望回数

20回

業
務
計
画

予
算
な
し

7
相模川の整備
促進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年10回 年1回
国と連携し、
説明会、意見
交換会を行う

開催回数 1回

業
務
計
画

予
算
な
し

7
相模川の整備
促進

地元調整
調整会議の開
催回数

年5回 年5回 地元調整
地元との調
整回数

3回

業
務
計
画

予
算
な
し

7
相模川の整備
促進

平成２４年度
相模川整備促
進協議会の開
催及び事務

平塚市、寒川
町と連携を図
り、国・県・
関係者への要
望活動の調整

年20回 年20回 120

平成25年度
相模川整備促
進協議会の事
務局運営

協議会によ
る幹事会・
委員会・要
望活動等の
回数

5回 120

業
務
計
画

維
持

8 総
小出川の改修
整備促進

流域の急激な都市化
により土地の利用形
態が大きく変化し、
自然の保水遊水機能
が低下していること
から、台風や集中豪
雨時の雨水放流先で
ある河川について、
自然環境に配慮した
整備の実現を図る

流域住
民

政
策
要望活動 年10回 年10回 年10回 年10回

県主催の用地取得や
工事の説明会に積極
的に参加し、地元調
整等を行った結果整
備や河床掘削に成果
がみられた。

Ａ 小出川の改修整
備促進

台風や集中豪雨
時の雨水放流先
である小出川に
ついて、自然環
境に配慮した整
備や河床掘削、
草刈等を関係機
関へ要望する

市民
政
策
関係機関へ
の要望回数

10回 10回 10回 未 高 高 高
現状維
持

なし あり

小出川は寒
川町との行
政境である
ことから説
明会等にお
いては寒川
町と連携
し、地元対
応等を行っ
ている。

予
算
な
し

8
小出川の改修
整備促進

神奈川県との連
携を図り、早期
整備、遊水地誘
致、河床掘削等
の要望を行う

県・関係機関
への要望活動

年10回 年10回

関係機関へ早
期堤防整備や
河床掘削、草
刈等を要望を
行う

関係機関へ
の要望回数

10回

予
算
な
し

8
小出川の改修
整備促進

説明会、意見
交換会の開催

説明会、意見
交換会の開催
回数

年5回 年2回
県と連携し、
説明会、意見
交換会を行う

開催回数 2回

予
算
な
し
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23年度 24年度 25年度 75,195 75,195 25年度 26年度 27年度 105,754 105,754

事
業
№

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）目標値

活動

平成２４年度評価

指標・目標

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事
業
の
性
質
区
分

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
（第１次実施計画）

事務事業の
目的・成果

（第２次実施計
画）

活動

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

名称

指標・目標

活動指標の名称

課かい名

施策目標 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

広域事業政策課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ 実績値

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

広域事業政策課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

具体的な改善
内容

平成２５年度計画

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

活動指標の名
称

④
継
続
性

業務
計画

目標値
（第2次実施計画） ③

成
果目標値

9 総

千ノ川の流路
整備、浚渫事
業（県管理区
間）

河床の堆積土を浚
渫し安定した流路
を確保すること
で、浸水被害の軽
減を図る。

流域住
民

定
例
定
型

県・関係機
関への要望
活動

年5回 年5回 年5回 年5回

流路確保等について
県に適宜要望し、浚
渫や草刈りが実施さ
れた。

Ａ 千ノ川流路整
備、浚渫事業

千の川の堤防整
備は完了した
が、流域住民の
安心安全のた
め、河床掘削や
草刈等を県へ要
望し、流路確保
を図る。

市民

定
例
定
型

関係機関へ
の要望回数

5回 5回 5回 未 高 高 高
現状維
持

なし なし

予
算
な
し

9

千ノ川の流路
整備、浚渫事
業（県管理区
間）

神奈川県との
連携を図り、
流路整備、浚
渫事業の要望
を行う

県・関係機関
への要望活動

年5回 年5回
河床掘削や草
刈等を県へ要
望する

県への要望
回数

5回

予
算
な
し

10 総
北部地域道路
整備事業

地域住民及び公園
利用者の利便性と
安全性の向上を図
る

地域住
民及び
公園利
用者

政
策
事業の進捗
状況

用地取得・
工事施工・
埋蔵文化財
発掘調査・
道路詳細設
計

用地取得・
工事施工・
埋蔵文化財
発掘調査・
道路詳細設
計・用地測
量、境界復
元・道路用
地維持管理

工事施工・
電柱移設・
家屋調査

38,887

意見交換及
び調整回数
10回・用
地取得
582.68
㎡・道路改
良工事・設
計委託完
了・埋文
503㎡・
維持管理、
用地測量委
託完了

用地取得や設計委
託、道路用地維持管
理は目標通り完了し
たが、市道8570号
線改良工事のみ地元
調整の難航等により
平成25年度への繰
り越しとなった。

Ｂ 北部地域道路整
備事業

県立茅ケ崎里山公
園の外周道路や北
部地域地元要望道
路について、生活
環境や利便性の向
上のため関係機関
や地元自治会と密
に調整し、早期整
備を図る。

市民
政
策

事業の進捗
状況
工事延長＝
ｍ

０ｍ 275ｍ 160ｍ 82,696

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維
持

なし なし
維
持

10
北部地域道路
整備事業

地元要望道路
の地元調整を
行う。

意見交換会の
開催、関係機
関との調整回
数

年10回 年10回

北部地域地元
要望道路につ
いて地元調整
を行う

地域や関係
機関、関係
各課との調
整回数

5回

業
務
計
画

予
算
な
し

10
北部地域道路
整備事業

茅ヶ崎里山公
園の外周道路
の整備を行う

8570号線道路
改良工事、擁
壁・道路詳細修
正設計委託、埋
蔵文化財発掘調
査委託、用地取
得

○8570号
線
・工事 　　
　　Ｌ＝
105ｍ
Ｗ＝7.0～
7.5ｍ
・擁壁設計
委託
報告書の作
成
・埋文発掘
委託
503㎡
・用地取得
300.92㎡
281.76㎡

・用地取得
582.68㎡
・擁壁・道
路修正設計
委託報告書
の作成
・埋蔵文化
財発掘調査
委託
503㎡

38,530
茅ヶ崎里山公
園の外周道路
の整備を行う

①市道
8570号線
埋蔵文化財
整理作業委
託・②擁壁
設置工事③
市道8570
号線電柱移
設

①1,203
㎡
②145ｍ
③移設完了

※②③につ
いては道路
建設課にて
実施（②③
の予算
64,816に
ついては道
路建設課に
配当替）

67,816

業
務
計
画

維
持

10
北部地域道路
整備事業

市道8570号
線の平成25
年度工事分の
一部繰越す
る。

市道8570
号線平成
24年度繰
越工事

工事完了 14,880

業
務
計
画

維
持

10
北部地域道路
整備事業

用地測量・用
地維持管理業
務委託

用地境界復元・
地積測量図作成
　　　　8031
号線外２路線維
持管理

用地境界復
元、地積測
量図作成　　
　8031号
線外2路線
1,114㎡

・市道
8570号線
用地境界復
元、地積測
量図作成
・道路用地
除草1,114
㎡

357 ＮＯ．１９へ分割

11 総
県立茅ケ崎里
山公園整備の
促進

北部地区の自然環
境を活かした自然
体験やイベント等
に利用できる広域
公園の整備を県に
要請し、北部地域
の活性化を図る。

地域住
民及び
公園利
用者

政
策
要望活動 年10回 年10回 年10回 6 年10回

様々な面において県
に要望するととも
に、連携して地域と
の調整を行い、平成
26年度の全面開園
に向け進捗してい
る。

Ａ 県立茅ケ崎里山
公園整備の促進

早期整備を県に
要望するととも
に、整備後の有
効的な利活用等
について県や公
園協会、地域団
体協議を行い北
部地域の活性化
を図る。

市民

定
例
定
型

関係機関へ
の要望回数

10回 5回 5回 35 未 高 高 高
現状維
持

なし なし
維
持

11
県立茅ケ崎里
山公園整備の
促進

市長会等を通
じて神奈川県
に整備促進の
要望活動等を
行う。

県・関係機関
への要望活動

年10回 年10回 6

県へ早期整備を
要望するととも
に公園の有効的
な利活用につい
て関係機関等と
調整する。

関係機関へ
の要望回数

10回 35
維
持

12 総
国道１号電線
地中化整備の
促進

電柱や電線の地中
化により、道路の
見通しが改善さ
れ、歩行者が安全
に利用できるよう
に早期整備の実現
を図る

歩道利
用者及
び沿線
住民

定
例
定
型

国・関係機
関への要望
活動回数

年10回 年10回 年10回 年10回

市民集会等において
も多数要望があり、
関係機関に対して住
民の声も含め積極的
に要望している。本
村付近の地中化整備
が進められており成
果が出ている。

Ａ 国道1号電線地
中化整備の促進

国道１号の電柱
や電線の地中化
により、歩道幅
や段差、見通し
等が改善され、
歩行者の安全が
確保されるよう
よう早期整備を
要望する

市民

定
例
定
型

国・関係機
関への要望
活動回数

10回 10回 10回 未 高 高 高
現状維
持

なし なし
維
持

12
国道１号電線
地中化整備の
促進

国との連携を
図り、早期整
備の促進要望
を行う

国・関係機関
への要望活動
回数

年10回 年10回
国へ早期整備
を要望する

関係機関へ
の要望回数

10回
維
持

13 総
中海岸寒川線
の整備促進

藤沢大磯線及びさが
み縦貫道路の完成が
近づき、西久保、香
川付近の交通渋滞が
予想され沿線住民へ
の影響も懸念され
る。このため、都市
計画道路中海岸寒川
線の整備促進を図る

道路利
用者及
び沿線
住民

政
策
要望活動 年10回 年10回 年10回 年9回

市長会等を通じて強
く県に働きかけてい
る。

Ａ 中海岸寒川線の
整備促進

さがみ縦貫道路
及び藤沢大磯線
の供用に伴い、
西久保、香川付
近の交通渋滞が
予想され沿線住
民への影響も懸
念される。ま
た、県央への路
線が不足してい
ることから中海
岸寒川線の早期
整備を要望す
る。

市民
政
策

県・関係機
関への
要望活動回
数

10回 10回 10回 未 高 中 高
現状維
持

なし なし

予
算
な
し
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23年度 24年度 25年度 75,195 75,195 25年度 26年度 27年度 105,754 105,754

事
業
№

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）目標値

活動

平成２４年度評価

指標・目標

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事
業
の
性
質
区
分

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
（第１次実施計画）

事務事業の
目的・成果

（第２次実施計
画）

活動

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

名称

指標・目標

活動指標の名称

課かい名

施策目標 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

広域事業政策課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ 実績値

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

広域事業政策課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

具体的な改善
内容

平成２５年度計画

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

活動指標の名
称

④
継
続
性

業務
計画

目標値
（第2次実施計画） ③

成
果目標値

13
中海岸寒川線
の整備促進

神奈川県及び
関係機関との
連携を図り、
早期整備の促
進要望を行う

県・関係機関
への要望活動

年10回 年9回

市長会等を通
じて早期整備
を県へ要望す
る。

県への要望
回数

10回

予
算
な
し

13
中海岸寒川線
の整備促進

神奈川県及び
関係機関にお
いて早期推進
のための勉強
会を開催する

勉強会の開催
回数

年3回 年0回

予
算
な
し

14 総
県道の歩道及
び交通安全施
設の整備促進

歩行者が安全で利
用できるように歩
道及び交通安全施
設の早期整備実現
を図る

歩道利
用者及
び沿線
住民

定
例
定
型

県・関係機
関への要望
活動回数

年5回 年5回 年5回 年5回

県に対し要望するだけ
でなく、地元調整等に
おいて県と協力してお
り、県道404号の歩道
整備及び県道３０号の
横断施設整備も順調に
進んでいる。

Ａ
県道の歩道及び
交通安全施設の
整備促進

歩行者が安全で
利用できるよう
に歩道及び交通
安全施設の早期
整備実現を図る

市民

定
例
定
型

関係機関へ
の要望回数

5回 5回 5回 未 高 高 高
現状維
持

なし なし

予
算
な
し

14
県道遠藤茅ヶ
崎線の歩道整
備促進

神奈川県及び関
係機関との連携
を図り、早期整
備の促進要望を
行う

県・関係機関
への要望活動
回数

年5回 年5回

赤羽根交差点
以北の早期歩
道整備を県に
要望する

関係機関へ
の要望回数

3回

予
算
な
し

14
県道戸塚茅ヶ
崎線横断施設
の促進

暫定整備箇所の
用地の取得が出
来たことから、
早期の事業着手
を要望する。

県・関係機関
への要望活動
回数

年5回 年5回
早期の完成形
による整備を
県に要望する

関係機関へ
の要望回数

2回

予
算
な
し

15 総 関東国道協会

生活を支える基盤
として国道等道路
の重要性について
広く理解を求める
とともに、国道事
業等の円滑かつ着
実な推進に寄与す
ることにより魅力
ある地域社会と豊
かな生活の実現を

賛同す
る市区
町村

定
例
定
型

関係機関へ
の要望活動
回数

年5回 年5回 年5回 40 年5回

協議会構成市町と連
携して積極的な要望
活動を実施すること
ができた。

Ａ 関東国道協会

茅ヶ崎市の経済
発展や交通環境
向上のため協議
会構成市町と連
携を図り、関係
機関へ早期整備
を要望する

市民
関係機関へ
の要望回数

5回 5回 5回 40 未 高 高 高
現状維
持

なし あり

協議会構成
市町と連携
し要望活動
を行ってい
る。

維
持

15 関東国道協会
協議会の参加
及び負担金の
支出

関係機関への
要望活動

年5回 年5回 40

協議会構成市
町と連携を図
り、関係機関
へ早期整備を
要望する

関係機関へ
の要望

5回 40
維
持

16 総
小出川及び国
道の道路美化
活動の促進

市及び国や県が協
力して、実施団体
である地域住民、
企業等の活動をサ
ポートし、道路・
河川の美化活動を
図る。

地域住
民

定
例
定
型

広報・収集
ゴミ回収回
数

年28回 年28回 年28回 年28回

各団体や国・県との
密な連携を図り、国
道及び小出川の美化
活動を推進すること
ができた。

Ａ
小出川及び国道
の道路の美化活
動の促進

国や県と協力し
て、地域住民、
企業等の美化活
動をサポート
し、道路・河川
の美化を図る。

市民

定
例
定
型

広報・収集
ゴミ回収回
数

28回 28回 28回 未 高 高 高
現状維
持

なし なし

予
算
な
し

16
小出川の美化
活動の促進

地域団体が行う
草刈り清掃や植
栽等の河川美化
活動の支援を行
う

関係団体との
連絡窓口やご
み収集協力

年8回 年18回

地域団体が行う
草刈り清掃や植
栽等の河川美化
活動の支援を行
う

広報・ゴミ
収集協力回
数

18回

予
算
な
し

16
国道の道路美
化活動の促進

地域団体、企業
等が行う歩道清
掃、除草、花の
管理等道路美化
活動の支援を行
う

関係団体との
連絡窓口やご
み収集協力

年20回 年10回

地域団体、企業
等が行う歩道清
掃、除草、花の
管理等道路美化
活動の支援を行
う

広報・ゴミ
収集協力回
数

10回

予
算
な
し

17 総
北部地区活性
化事業

多くの人に北部地
区（芹沢）へ来て
もらい、北部のま
ちおこし・活性化
を図る

市民

定
例
定
型

事業実施回
数

年15回 年10回 年10回 68 年10回

平成22年の協働推
進事業は終了後も団
体と協力し北部地区
の活性化を図ってお
り、平成24年度は
里山公園の里の家も
完成し、その利用を
提案する等北部地区
の活性化を支援する
ことができた。

Ａ 北部地区活性化
事業

多くの人に北部
地区（芹沢）へ
来ていただき海
だけではない
茅ヶ崎市の良さ
を知っていただ
くため、北部の
まちおこし・活
性化を図る

市民

定
例
定
型

事業実施回
数

10回 10回 10回 68 未 中 中 高
現状維
持

なし あり

小出川彼岸
花祭は藤沢
市・茅ヶ崎
市・寒川町
の市民団体
が開催して
おり、各市
町が間接的
に支援して
いる形であ
ることか
ら、今後の
広域連携に
よるイベン
ト開催の可
能性があ
る。

維
持

17
北部地区活性
化事業

協働推進事業は
終了したが、引
き続きせりざわ
彼岸花の会と連
携を図り、北部
地区の活性化を
支援する。

事業実施回数 年10回 年10回 68

せりざわ彼岸
花の会と連携
を図り、北部
地区の活性化
を支援する。

事業実施回
数

10回 68
維
持

18 総

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯線
整備に伴う関連
事業

さがみ縦貫道路
や藤沢大磯線の
整備に伴う地域
からの要望の実
現に向け関係機
関や関係各課と
協議を行うとと
もに地域との調
整を行う。

地域住
民

政
策

関係機関と
の協議
地元との調
整回数

30回 30回 30回 18,542

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維
持

なし あり

(仮称)河童
徳利広場整
備計画地は
寒川町との
行政界を跨
いでいるこ
とから整備
や管理等に
ついて寒川
町との連携
の可能性が
ある。

維
持
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23年度 24年度 25年度 75,195 75,195 25年度 26年度 27年度 105,754 105,754

事
業
№

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）目標値

活動

平成２４年度評価

指標・目標

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事
業
の
性
質
区
分

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
（第１次実施計画）

事務事業の
目的・成果

（第２次実施計
画）

活動

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

名称

指標・目標

活動指標の名称

課かい名

施策目標 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

広域事業政策課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ 実績値

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

広域事業政策課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

具体的な改善
内容

平成２５年度計画

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

活動指標の名
称

④
継
続
性

業務
計画

目標値
（第2次実施計画） ③

成
果目標値

18

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯線
整備に伴う関連
事業

さがみ縦貫道路
及び藤沢大磯線
整備に伴う地元
調整

地元との調
整回数

10回

業
務
計
画

予
算
な
し

18

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯線
整備に伴う関連
事業

地元要望であ
る市道舗装に
伴う調整及び
施工

関係機関へ
の要望回数
地元との調
整回数

10回
※施工につい
ては道路管理
課にて実施
（予算につい
ても道路管理
課へ配当替）

16,992

業
務
計
画

維
持

18

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯
線整備に伴う
関連事業

さがみ縦貫道
路・藤沢大磯線
整備に伴う関連
事業

地元要望であ
る（仮称）河
童徳利広場整
備に伴う調整
及び設計委託

関係機関へ
の要望回数
地元との調
整回数

10回
※設計委託に
ついては公園
緑地課にて実
施
（予算につい
ても公園緑地
課へ配当替）

1,550

業
務
計
画

維
持

19 総
北部地域道路
整備関連事業

北部地域道路整
備関連事業

地域住民の生活
環境向上のた
め、北部地域の
道路整備におい
て取得した事業
用地の維持管理
を行う

市民

定
例
定
型

実施回数 2回 2回 2回 455 未 高 中 高
現状維
持

なし なし
維
持

19
北部地域道路
整備関連事業

用地測量・用
地維持管理業
務委託

実施回数 2回 455
維
持

20 総

相模川左岸新
田・萩園地区
の堤外地土地
利用の検討

相模川左岸新
田・萩園地区の
堤外地土地利用
の検討

関係機関や
関係各課と
連携を図
り、土地利
用を検討す
る。

市民
政
策

関係機関・
関係各課と
の調整回数

5回 5回 5回 未 中 高 高
現状維
持

なし なし

予
算
な
し

20

相模川左岸新
田・萩園地区
の堤外地土地
利用の検討

相模川左岸新
田・萩園地区の
堤外地土地利用
の検討

土地利用の可
能性について
関係機関や関
係各課と調整

関係機関・
関係各課と
の調整回数

5回

予
算
な
し

21 総

国・県の施
策・制度・予
算に関する要
望調整事務

本市の施策の推進
と当面の課題解決
を図るため、国の
施策や予算等に関
する要望を行う。

国・市
長会・
各議員
団

定
例
定
型

要望の実施
回数

年2回 年2回 年2回 年2回
庁内的な調整及び取
りまとめを行い、要
望を提出した

Ａ
国・県の施策・
制度予算に関す
る要望調整事務

本市の施策の推進
と当面の課題解決
を図るため、国・
県の施策や予算等
に関する要望を行
う。

市民・
事業者

定
例
定
型

要望の実施
回数

2回 2回 2回 未 高 高 高
現状維
持

なし なし

予
算
な
し

21

国の施策・制
度・予算に関
する要望調整
事務

要望書の照
会、取りまと
め、庁内調
整、要望書作
成

要望の実施回
数

年1回 年1回
国の施策・制度
予算に関する要
望調整事務

要望書の照
会、取りまと
め、庁内調
整、要望書作
成

要望の実施
回数

1回

予
算
な
し

21

県の施策・制
度・予算に関
する要望調整
事務

要望書の照
会、取りまと
め、庁内調
整、要望書作
成

要望の実施回
数

年1回 年1回
県の施策・制度
予算に関する要
望調整事務

要望書の照
会、取りまと
め、庁内調
整、要望書作
成

要望の実施
回数

1回

予
算
な
し

22 総
地域活性化施
策支援事業

各課の地域活性化
施策を支援するた
め、（財）地域活
性化センターで行
う支援事業を活用
する。

関係各
課

定
例
定
型

支援事業の
活用

年1件以上 年1件以上 年1件以上 140 年１件

地域イベント助成事
業へ申請したが、県
から協会へ申請でき
る3件に採択されな
かった。しかし、支
援事業が周知され申
請希望へつながっ
た。

Ａ 地域活性化施策
支援事業

各課の地域活性
化施策を支援す
るため、(財)地
域活性化セン
ターで行う支援
事業を活用する

職員

定
例
定
型

支援事業の
活用

1件以上/年 1件以上/年 1件以上/年 140 未 高 中 高
現状維
持

なし なし
維
持

22
地域活性化施
策支援事業

庁内調整事務
支援事業の活
用

年1件以
上

140
地域活性化施作
支援事業 庁内調整事務

支援事業の
活用

1件以上/
年

140
維
持

23 総
湘南広域都市
行政協議会事
務

藤沢市及び寒川町
との連携・協調を
図るため、各種情
報交換を行い、広
域連携の可能性を
検討する。

藤沢
市・寒
川町

定
例
定
型

協議会・事
務研究会等
への出席回
数

年8回 年8回 年8回 3,092 年5回

藤沢市・寒川町と連
携強化を図り、広域
連携の可能性につい
て検討した

Ａ 湘南広域都市行
政協議会事務

藤沢市及び寒川
町との連携・強
調を図るため、
各種情報交換を
行い、広域連携
の可能性を検討
する。

市民・
事業
者・職
員

政
策

湘南広域都
市行政協議
会の開催回
数

年6回 年6回 年6回 3,135

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維
持

あり あり

住民サービ
スの向上・
地域の活性
化・事務の
効率化に向
けた施作の
実現に向け
て取り組ん
でいる

維
持

23
湘南広域都市
行政協議会事
務

協議会日程等
の調整及び協
議会・事務研
究会への出席

協議会の開催
回数

年8回 年5回 3,092
湘南広域都市行
政協議会事務

協議会日程調整
及び事務研究部
会への出席

協議会の開
催回数

年6回 3,135

業
務
計
画

あり
⑥市役所の変
革

年３件

事業の見直
しや新規事
業への取組/

年

25

地方分権の推
進による、更
なる連携強化
に取組む

維
持
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23年度 24年度 25年度 75,195 75,195 25年度 26年度 27年度 105,754 105,754

事
業
№

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）目標値

活動

平成２４年度評価

指標・目標

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事
業
の
性
質
区
分

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
（第１次実施計画）

事務事業の
目的・成果

（第２次実施計
画）

活動

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

名称

指標・目標

活動指標の名称

課かい名

施策目標 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

広域事業政策課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ 実績値

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

広域事業政策課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

具体的な改善
内容

平成２５年度計画

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

活動指標の名
称

④
継
続
性

業務
計画

目標値
（第2次実施計画） ③

成
果目標値

24 総 旅券発給業務

旅券発給業務の権
限移譲に向け、具
体的な検討、準備
を行う。

藤沢
市・寒
川町・
神奈川
県

政
策
パスポート
の発給件数

ー 7,500件 10,000件 32,509 6,614件

旅券発給業務の権限
移譲を受け、当初の
予定どおりパスポー
トセンターを開設
し、発給業務を開始
した。

Ａ 旅券発給事務

県から権限移譲
を受け、身近な
場所で手続を可
能とする。

市民

定
例
定
型

調整会議の
開催回数

年4回 年4回 年4回 未 高 高 高
現状維
持

なし あり

藤沢市・
茅ヶ崎市・
寒川町の住
民に対して
旅券の発給
事務を連携
して実施し
ている。

予
算
な
し

24 旅券発給業務
旅券発給業務
の準備及び運
営の調整

パスポートの
発給件数

7,500件 6,614件 32,509 旅券発給事務
旅券発給業務の
運営の調整

調整会議の
開催回数

年4回

予
算
な
し

25 総
湘南地域市町
連絡協議会事
務

県政総合センター
を中心とした５市
３町の連携・協調
を図るため、各種
情報交換を行う。

湘南地
域の市
町・県

定
例
定
型

会議等の開
催回数

年6回 年6回 年6回 年2回

湘南地域の連携を深
め、諸課題に連携し
ていくための情報共
有ができた。

Ａ 湘南地域市町連
絡協議会事務

県政総合セン
ターを中心とし
た５市３町の連
携・協調を図る
ため、各種情報
交換を行う。

市民・
事業
者・職
員

定
例
定
型

会議等の開
催回数

3回 3回 3回 未 中 中 高
現状維
持

なし あり

湘南地域の
５市３町で
広域的課題
について情
報共有して
いる。

予
算
な
し

25
湘南地域市町
連絡協議会事
務

会議日程等の
調整及び協議
会への出席

会議等の開催
回数

年6回 年２回
湘南地域市町連
絡協議会事務

会議日程等の
調整及び協議
会への出席

会議等の開
催回数

年3回

予
算
な
し

26 総
湘南地域首長
懇談会

県と湘南地域の連
携を深め、諸課題
の効果的な解決を
図るため、県知事
と湘南地域の首長
の懇談会を開催す
る。

湘南地
域の市
町・県

定
例
定
型

開催回数 年1回 年1回 年1回 年1回

県と湘南地域の連携
を深め、諸課題につ
いて検討する場を開
催できた。

Ａ 湘南地域首長懇
談会事務

県と湘南地域の
連携を深め、諸
課題の効果的な
解決を図るた
め、県知事と湘
南地域の首長の
懇談会を開催す
る。

市民・
事業
者・職
員

定
例
定
型

開催回数 1回 1回 1回 未 中 中 中
現状維
持

なし なし

予
算
な
し

26
湘南地域首長
懇談会

日程・発言等
の調整及び会
議への出席

開催回数 年1回 年1回
湘南地域首長懇
談会事務

日程・発言等
の調整及び会
議への出席

開催回数 年1回

予
算
な
し

27 総

平塚市・茅ヶ
崎市広域連携
推進協議会事
務

平塚市との連携・
協調を図るため、
各種情報交換を行
い、広域連携の可
能性を検討する。

平塚
市・関
係各課

定
例
定
型

協議会等の
開催回数

年2回 年2回 年2回 年1回
各種事業を通じ、平
塚市との連携を図る
ことができた。

Ａ
平塚市・茅ヶ崎
市広域連携推進
協議会事務

平塚市との連
携・協調を図る
ため、各種情報
交換を行い、広
域連携の可能性
を検討する。

市民・
事業
者・職
員

定
例
定
型

協議会等の
開催回数

年2回 年2回 年2回 未 中 中 高
現状維
持

なし あり

両市の活発
な交流と市
民サービス
の向上を図
る事業に取
り組んでい
る

予
算
な
し

27

平塚市・茅ヶ
崎市広域連携
推進協議会事
務

新たな連携項
目や会議日程
等の調整及び
協議会・研修
会への出席

協議会等の開
催回数

年2回 年1回
平塚市・茅ヶ崎
市広域連携推進
協議会事務

新たな連携項
目や会議日程
等の調整及び
協議会・研修
会への出席

協議会等の
開催回数

年2回

予
算
な
し

28 総
厚木基地騒音
対策事務

厚木基地航空機訓
練に伴う騒音対策
のための活動を行
う。

航空機
騒音の
被害を
受けて
いる市
民等

定
例
定
型

航空機騒音
に関する苦
情件数

30件 30件 30件 80
苦情件数
81件

厚木飛行場での飛行
訓練が実施された
が、基地周辺市及び
県と協力して要請活
動を実施した。

Ａ 厚木基地騒音対
策事務

厚木基地航空機
訓練に伴う騒音
対策のための活
動を行う。

航空機
騒音の
被害を
受けて
いる市
民等

定
例
定
型

航空機騒音
に関する苦
情件数

30件 30件 30件 100 未 高 中 高
現状維
持

なし あり

基地周辺市
が協力して
要請活動を
実施する

維
持

28
厚木基地騒音
対策事務

厚木基地騒音
対策協議会参
加

協議会等参加
回数

年5回 年５回 60
厚木基地騒音対
策事務

厚木基地騒音
対策協議会参
加

協議会等参
加回数

年5回 60
維
持

28
厚木基地騒音
対策事務

厚木基地関係
市連絡会議参
加

会議参加回数 年4回 年2回 20
厚木基地騒音対
策事務

厚木基地関係
市連絡会議参
加

会議参加回
数

年4回 40
維
持

28
厚木基地騒音
対策事務

基地騒音対策
要請活動

要請回数 年4回 年８回
厚木基地騒音対
策事務

基地騒音対策
要請活動

要請回数 年4回

予
算
な
し

28
厚木基地騒音
対策事務

防音工事の周
知及び問い合
わせ対応事務

問い合わせ対
応件数

年20件 年１９件
厚木基地騒音対
策事務

防音工事の周知
及び問い合わせ
対応事務

問い合わせ
対応件数

年20件

予
算
な
し

28
厚木基地騒音
対策事務

騒音苦情対応
事務

苦情対応件数 年30件 年８１件
厚木基地騒音対
策事務

騒音苦情対応
事務

苦情対応件
数

年30件

予
算
な
し
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23年度 24年度 25年度 75,195 75,195 25年度 26年度 27年度 105,754 105,754

事
業
№

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）目標値

活動

平成２４年度評価

指標・目標

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事
業
の
性
質
区
分

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
（第１次実施計画）

事務事業の
目的・成果

（第２次実施計
画）

活動

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

名称

指標・目標

活動指標の名称

課かい名

施策目標 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

広域事業政策課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ 実績値

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

広域事業政策課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

具体的な改善
内容

平成２５年度計画

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

活動指標の名
称

④
継
続
性

業務
計画

目標値
（第2次実施計画） ③

成
果目標値

29 総 権限移譲事務

権限の移譲によ
り、茅ヶ崎市の自
治体としての自主
性を高め、より効
率的な事務執行を
行うことができる
ようにする。

県・関
係各課

定
例
定
型

移譲希望事
項の申し出
件数

2件 2件 2件 年０件

権限移譲の件数はあ
りませんでしたが、
今後移譲を受ける事
務について検討を
行った。

Ｃ 権限移譲事務

権限の移譲によ
り、茅ヶ崎市の
自治体としての
自主性を高め、
より効率的な事
務執行を行うこ
とができるよう
にする。

市民・
事業
者・職
員

定
例
定
型

移譲希望事
項の申し出
件数

年2件 年2件 年2件

業
務
計
画

未 中 中 高
現状維
持

なし なし

予
算
な
し

29 権限移譲事務
権限移譲への
対応に向けた
庁内調整

移譲事務につ
いての照会実
施回数

年5回 年３回 権限移譲事務
地域主権改革へ
の対応に向けた
庁内調整

移譲事務等
についての
調査検討体
制の研究

随時

業
務
計
画

予
算
な
し

29 権限移譲事務

県からのヒア
リング及び照
会対応、県と
の協議

県の説明会へ
の参加回数

年7回 年5回 権限移譲事務

県からのヒア
リング及び照
会対応、県と
の協議

県の説明会
への参加回
数

年4回

業
務
計
画

予
算
な
し

29 権限移譲事務 権限移譲事務
保健所移管に
向けた協議

庁内関係課
との業務の
整理及びス
ケジュール
調整

年5回

業
務
計
画

予
算
な
し

30 総
特例市市長会
事務

構成市間の連携の
もとに行財政の円
滑な運営を図る。

特例市

定
例
定
型

会議への出
席

年4回 年4回 年４回 30 年４回

構成市との連携を図
ると共に、他の市長
会とも連携した活動
が実施できた。

Ａ 特例市市長会事
務

構成市間の連携
のもとに行財政
の円滑な運営を
図る。

特例市

定
例
定
型

会議への出
席

年4回 年4回 年4回 50 未 高 中 高 拡大 なし あり

特例市相互
の行財政の
円滑な運営
及び進展を
図ることに
より、地方
分権の推進
に係る活動
を実施して
いる

増
や
す

30
特例市市長会
事務

日程・発言等
の調整及び会
議への出席

会議等への出
席

年4回 年４回 0
特例市市長会事
務

総会・懇談会
等の日程及び
発言の調整

会議等への
出席

年4回 30
増
や
す

30
特例市市長会
事務

協議会の負担
金の支出

支出の回数 年1回 年1回 30
特例市市長会事
務

役員市との調
整や部会の開
催

部会市の意
見集約や調
整

随時 20
増
や
す

31 総
寒川町との広
域連携推進事
務

寒川町との効率的
な行政運営を推進
するため、課題の
整理を行い、広域
連携事業を実施に
向け検討する。

寒川
町・関
係各課

政
策

年2回

解題抽出に向けた研
究を中心に行い、今
後の取組の方向性を
確認できた。

Ａ 寒川町との広域
連携推進事務

寒川町との効率
的な行政運営を
推進するため、
課題の整理を行
い、広域連携事
業を実施に向け
検討する。

寒川
町・関
係各課

政
策

調査研究に
取り組んだ
事務数

2事業 2事業 2事業 81

業
務
計
画

未 高 中 高 拡大 あり あり

住民サービ
スの向上・
事務の効率
化・市町の
組織強化に
つながる事
業に取り組
んでいる

維
持

31
寒川町との広
域連携推進事
務

課題抽出に向
けた調査研究
及び検討会議
の実施

会議の開催 年３回 年２回
寒川町との広域
連携推進事務

課題解決に向
けた調査研究
及び検討会議
の実施

会議の開催 年３回 81

業
務
計
画

あり
⑥市役所の変
革

平成25年度
基本計画の
策定時期 25

行政界を超え
た課題解決を
連携して取り
組む

維
持

寒川町との広域
連携推進事務

寒川町との広
域連携に係る
基本的な考え
方の策定

策定時期 8月

業
務
計
画

予
算
な
し

寒川町との広域
連携推進事務

寒川町との広
域連携事業の
実現に向けた
推進計画書の
策定

策定時期 11月

業
務
計
画

予
算
な
し

888 総
災害応急対策
活動

本市域に地震・津
波等に伴う諸現象
による同時多発的
災害が発生した場
合に、被害を軽減
するため応急対策
活動を課として迅
速、的確に対処す
る

全市民
等

広域連携班の取組を
積極的に行った Ａ 災害対策活動

本市域に地震・津
波等に伴う諸現象
による同時多発的
災害が発生した場
合に、被害を軽減
するため応急対策
活動を課として迅
速、的確に対処す
る

全市民
等

定
例
定
型

予
算
な
し

888
災害応急対策
活動

応急災害対策
の特命の受理
（災害等発生
時）

班員の配備 8名 特命なし

応急災害対策
の特命の受理
（災害等発生
時）

班員の配備 8名

888
災害応急対策
活動

国・県道路管
理者等関係機
関との連絡調
整

国・県の道路
及び河川管理
者並びに県立
公園管理者と
の連絡調整

随時 なし

国・県道路管
理者等関係機
関との連絡調
整

国・県の道路
及び河川管理
者並びに県立
公園管理者と
の連絡調整

随時
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事
業
№

事業の指
標の達成
状況

活動ごとの
決算額

経
営
改
善
方
針
で

の
位
置
付
け
等

目標の定義

経営改善方針の重点事項に係る取組決算内訳（千円）
対
象
（

顧
客
）目標値

活動

平成２４年度評価

指標・目標

24年度
の取組
に対す
る分析

実績

事
業
の
性
質
区
分

事務事業名
（第１次実施計

画）

事務事業 事後評価

当該事務事業全体
の決算額
（合計）

事務事業の目的に対
する成果の状況

目標値
（第１次実施計画）

事務事業の
目的・成果

（第２次実施計
画）

活動

活動ごとの
予算額

活動量・サービス量の達成状況
（第１次実施計画）

予算内訳（千円）

当該事務事業全体
の予算額
（合計）

活動

名称

指標・目標

活動指標の名称

課かい名

施策目標 国・県・他の自治体と連携し施策の効果を上げる

広域事業政策課

基礎情報

名称

総
括
フ
ラ
グ 実績値

事務事業の
目的・成果
（第１次実施計

画）

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

広域事業政策課

②
ニ
ー

ズ

①
目
的
達
成

事務事業名
（第2次実施計

画）

今後の事業展開・経営改善の方策

必要性
予
算
の
方
向
性

目標
（数値目標
等）

改善
時期
（年
度）

広域連携の
具体的な内

容

広域連携に関する
取組

可能性
の有無

経営改善による取
り組みの方向性

具体的な改善
内容

平成２５年度計画

事業の
方向性活動

活動量・サービス量

活動指標の名
称

④
継
続
性

業務
計画

目標値
（第2次実施計画） ③

成
果目標値

888
災害応急対策
活動

部の災害応急
対策マニュア
ルの検証及び
見直し

マニュアルの
見直し

年1回 年1回

部の災害応急
対策マニュア
ルの検証及び
見直し

マニュアル
の見直し

4月

888
災害応急対策
活動

統括調整部広
域連携班の活
動

活動回数 年4回 年4回
統括調整部広
域連携班の活
動

活動回数 年4回

888
災害応急対策
活動

災害時相互応
援協定に基づ
く応援要請

近隣市及び特
例市との連携
強化

随時
応援要請
なし

災害時相互応
援協定に基づ
く応援要請

近隣市及び
特例市との
連携強化

随時

888 総 庁内共通事務 63 63 112 112


